
小規模事業者持続化補助金セミナー

　小規模事業者持続化補助金とは、自社の経営を見直し持
続させるための経営計画を作成し、それに基づいて行う取
り組みの経費の一部が支援される補助金です。申請のポイ
ントを学び、地道な販路拡大や新サービス・ビジネス導入に
よる売上拡大を目指しましょう。（収録：2025年4月24日武
蔵野商工会議所）（公開期限：2026年4月30日）（56分）

伴走型小規模事業者支援推進事業

ＷＥＢセミナー配信中!
無料でご覧いただけます!日立商工会議所の

ホームページより

社員研修にも活用できる今月のおすすめ講座をご紹介します！

高坂　竜太（こうさか　りゅうた）　高坂診断士事務所 代表　中小企業診断士

AIで変わる仕事の未来

　事務職は既に効率化が進んでいるケースが多い一方で、個人のス
キルに依存しがちな営業職は、AI導入による業務効率化の余地が
非常に大きいとされています。本セミナーを通じて、AIがもたらす革
新的な営業手法を学び、競争が激化する市場で勝ち抜くためのヒン
トを見つけてください。（29分）

久原　健司（くはら　けんじ）　株式会社プロイノベーション　代表取締役

トップページの 『WEBセミナー』 より  ID　001　パスワード　0128　を入力して視聴してください。

【先着順受付中】 個 別 相 談 会 の ご 案 内 
会　場：日立商工会議所　　参加費：無料

◆スケジュール◆　※完全予約制
●11/18（火）  10：00～、13：00～、15：00～　　●12/2（火）  10：00～、13：00～、15：00～

■事業計画策定個別相談会（初鹿野先生）

お申込み・お問い合わせ　経営支援課まで

満席
◆スケジュール◆　※完全予約制
●12/３（水）  10：00～、13：00～　　　、14：30～

■事業承継相談会（茨城県事業承継・引継ぎ支援センター）

お申込み・お問い合わせ　経営支援課まで

◆スケジュール◆　※完全予約制
●11/25（火）  13：00～、15：00～、17：00～　　●1/9（金）  13：00～、15：00～、17：00～

■BCP/事業継続力強化計画策定個別相談会（桑原先生）

お申し込み・お問い合わせ　会員サービス並びに工業課まで
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　日立商工会議所では、会報誌「かいぎしょNEWS」を、日立市内の会員約3,000事業所へ
毎月発送しています。この会報を利用して、市内の事業所やそこで働く方向けに「お店の
PR」「製品・商品のご紹介」「新サービスの告知」等の広報をしてみませんか？広告の方法は
下記の2種類です！

チラシ折込・広告掲載のご案内 PR NEWSA
LE

折込サイズ 金額（税込） ご利用方法
 

◆Ｂ５・Ａ４判 33,000円  折り込みたい
月の前月20日
までにお申込
ください。

 ◆Ｂ４・Ａ３判（２つ折り） 49,500円  

◆パンフレット 
（１部50ｇ、Ａ4判まで）  

110,000円

1.チラシ折込サービス

2.誌面広告スペースへの掲載
金額（税込） ご利用方法

タテ50mm×ヨコ170mm
  

13,200円
 

（年間５回以上掲載の場合は、

10％割引！）
 

 

掲載サイズ

お問合せ　日立商工会議所　総務課（22-0128）まで

 

掲載したい月の前月20日ま
でにお電話ください。
※掲載したい情報についてお伺いし
ます。お手元にロゴや写真データ
等ある場合にはご提供ください。
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従業員の退職金を、計画的に積み立てる商工会議所の

特定退職金共済制度特定退職金共済制度特定退職金共済制度
退職金制度の確立は従業員の確保と定着化をはかり、企業経営の発展に役立ちます。

この制度に加入するかしないかは事業主の任意ですが、加入する場合は全従業員を加入させなければなりません。
なお、期間を定めて雇われている者、試用期間中の者、季節的な仕事の為に雇われている者、パートタイマー、求職中の者、非常勤の者
などは加入させなくてもさしつかえありません。

※本制度のお見積り、ご加入手続きは「制度引受保険会社」にお問合せください。
※本広告は、制度概要を示したものです。詳細および「制度引受保険会社」は最寄りの本共済実施商工会議所にご確認ください。

※この制度は商工会議所が生命保険会社と締結した
「新企業年金保険契約」に基づいて資産運用されます。日立商工会議所 日立商工会議所 検索お問合せ

掛金は、従業員1人につき月額1,000円（1口）から30,000円（30口）まで1,000円
刻みで設定できます。POINT1
過去勤務期間の通算の取扱ができます。POINT2
退職一時金・遺族一時金・退職年金のいずれかが従業員ご本人（またはご遺族）に
直接給付されます。POINT3
国の制度（中小企業退職金共済制度）との重複加入も認められています。POINT4
事業主が負担する掛金は全額損金または必要経費に計上できます。POINT5 （詳細は担当税理士か所轄の税務署にご相談ください。）

会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120
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　当所では、茨城県立日立工業高等学校で実施する「日立地区デュアルシステム」事業を支援して

います。デュアルシステムは希望生徒が週に1日、企業で実習を行うもので、平成16年に全国15

地域の１地域として指定を受け始まった人材育成事業です。この事業を現在まで21年間継続して

実施できましたのも、地元地域など企業皆様のご協力のお陰と感謝申し上げます。

◇受入期間：令和８年５月～翌年２月

　　　　　　週１日終日、計30日程度

◇対象業種：製造業、ソフトウェアなど

　　　　　　関連業種

◇人　　数：１～３名（１事業所あたり）

◇申込締切：令和７年11月28日（金）

◇申込・問合せ：日立工業高校（担当：鈴尾　崇）

　　　　　　　　当所会員サービス並びに工業課

不明な点、疑問点があればお問い合わせください。

今年度は５名の生徒が受入事業所

５社で実習を行っています。

○茨城県立日立工業高等学校の２年生希望生徒10名程度が対象
○受入協力企業に対して、指導・監督等の費用の一部として協力金
　を支給します。
○参加生徒は、保険（傷害、賠償責任）に加入し、交通費及び昼食
　は、参加生徒が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。

所では 茨城県立日立工業高等学校で実施する「日立地区デ アル テム 事業を支援

デュアルシステム受入事業所を募集デュアルシステム受入事業所を募集
地域人材育成事業

▶▶ ▶▶

　
９
月
18
日
、
日
本
商
工
会
議
所
は
第

１
４
１
回
通
常
会
員
総
会
を
都
内
で
開

催
。
全

国

の
商
工
会

議
所
か
ら

会
頭
・
副

会
頭
ら
が

参
加
し
、

2
0
2
4

年
度
事
業

報
告
並
び

に
収
支
決

算
を
承
認

し
ま
し
た
。

小
林
会
頭

は
冒
頭
の

あ
い
さ
つ

で
、「
中
小

企
業
は
、

渋
沢
栄
一

翁
の
「
逆
境
の
時
こ
そ
、
力
を
尽
く
す
」

の
精
神
を
胸
に
、
大
き
な
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
果
敢
に
自
己
変
革
へ
挑

戦
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、石
破
総
理
大
臣
は
、挨
拶
の
中
で
日

本
の
人
口
減
少
と
経
済
力
低
下
へ
の
強

い
危
機
感
を
示
し
、
M
a
d
e  

i
n 

J
a
p
a
n
の
価
値
を
再
認
識
し
て
輸

出
力
を
強
化
す
る
こ
と
、
地
方
創
生
へ

の
主
体
的
な
関
与
、
政
府
へ
の
率
直
な

提
言
を
会
議
所
の
皆
様
に
は
お
願
い
し

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

日
商
事
業
報
告

　
2
0
2
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
と

し
て
、
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
全

国
か
ら
延
べ
1
3
2
商
工
会
議
所
２
２

６
名
の
経
営
指
導
員
が
応
援
出
張
し
て

被
災
事
業
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
た

復
興
支
援
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
の
人

手
不
足
や
賃
上
げ
へ
の
対
応
、
デ
ジ
タ

ル
化
支
援
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
税
制
改
正
、
小
規
模
企
業
振
興

基
本
計
画
（
第
Ⅲ
期
）
へ
の
提
言
・
要
望

や
、
地
域
の
稼
ぐ
力
へ
の
支
援
、
商
工
会

議
所
機
能
強
化
に
向
け
、
チ
ー
フ
・
デ

ジ
タ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
設
置
さ
れ
、

「
商
工
会
議
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
D
X

に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
中
間

と
り
ま
と
め
）」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
４
１
回 

通
常
会
員
総
会
開
催

日
本
商
工
会
議
所

〜
中
小
企
業
は
自
己
変
革
で
逆
境
を
克
服
〜
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茨城県からのお知らせ

　労働者（パート・アルバイトを含む）を一人でも雇っている事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）
に加入する義務があります。日立商工会議所では、労働保険の事務処理を受託する労働保険事務組
合を設置しておりますので、対象となる事業所の方は加入をご検討ください。
●メリット
①労働保険料等の申告・納付等の事務を事業主に代わって処理しますので、事務の手間が省けます。
②通常では労災保険に加入することが出来ない中小事業主や家族従事者なども、労災保険に加入す
　ることが出来ます。（特別加入）
③労働保険料の額にかかわらず、3回に分割して納付
　できます。（委託しない場合は、一定額を超えない
　と分割納付はできません）
●加入できる方
①金融・保険・不動産・小売業：従業員50人以下の事業主
②卸売り・サービス業：従業員100人以下の事業主
③その他の事業：従業員300人以下の事業主

■問合せ　会員サービス並びに工業課 ■

◆ 労働保険事務組合のご案内 ◆

4,400円

6,600円

11,000円

13,200円

1～4人

5～15人

16から30人

31人以上

従業員規模 委託料（消費税10％・税込）

料金（年間委託手数料）

労働保険とは　労働者災害補償保険（通称・労災保険）と雇用保険を総称したもので、労働者とそ
の家族、ひいては事業主を守るための制度です。
労災保険とは　労働基準法の災害補償の規定に基づく使用者責任を代行する機能を持った制度
で、業務災害や通勤災害を受けた労働者の負傷・病気・死亡等に対して事業主に代わって必要な保
険給付を行い、被災者・遺族を援護するものです。また、労働者の社会復帰の促進や、労働者の福祉
の増進を図るための事業も行っています。
雇用保険とは　労働者が失業した場合や労働者の雇用継続が困難となる事由が生じた場合に、失業
等給付を行うとともに、再就職を促進するために必要な給付を行うものです。
　また、雇用保険には失業等給付以外にも、景気の変動等により事業活動の縮小を余儀なくされた
場合に労働者を休業させたり、教育訓練を受けさせたりした事業主等に対して支給される雇用調整
助成金をはじめ、事業主等に対して支給される各種助成金があります。
　法律により農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも使用する事業主は、労災保険の成立手続きが義務付けら
れています。パートタイム労働者の方でも、一定の要件を満たす方は、雇用保険の手続きが義務付けられています。

保険制度の詳細・成立手続きについては、茨城労働局総務部労働保険徴収室（029-224-6213）へ

労働者（アルバイト含む）を１人でも雇っている事業主は、
労働保険（労災保険・雇用保険）の成立手続きを行う義務があります。

11月は労働保険未手続事業一掃強化期間です

使用者も
労働者も必ず確認！

最低賃金茨城県最低賃金 令和7年10月12日から

＊年齢やパート・学生・アルバイトの働き方の違いにかからわずすべての労働者に適用されます。ます。

最
低
賃
金
制
度
の

マ
ス
コ
ッ
ト

　
チ
ェ
ッ
ク
マ
ん
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　「
も
う
は
ま
だ
な
り
、ま
だ
は
も
う

な
り
」。最
後
の
相
場
師
と
い
わ
れ
た

是
川
銀
蔵
が
著
作
の
中
で
紹
介
し
、株

式
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
読
む
極
意

と
さ
れ
る
言
葉
で
す
。目
先
の
利
益
や

感
情
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、起
き
て
い

る
現
象
を
冷
静
に
観
察
し
て
決
断
す

る
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ッ
ト
商
品
も
時
代
と
の
関
係
で

生
ま
れ
ま
す
か
ら
、新
し
い
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
つ
い
て
も
こ
の

考
え
方
は
通
じ
ま
す
。先
日
、国
産
の

ウ
イ
ス
キ
ー
に
関
し
て
東
京
都
内
で

有
数
の
品
ぞ
ろ
え
を
持
っ
て
い
る
バ

ー
の
店
長
と
話
を
し
て
い
て
、「
過
熱

気
味
だ
っ
た
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
ブ
ー

ム
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
る
」と

聞
き
ま
し
た
。市
場
で
は
高
い
人
気

が
保
た
れ
て
い
て
、新
規
の
フ
ァ
ン

も
ま
だ
増
え
て
い
る
状
況
で
す
が
、

一
部
の
プ
ロ
は
、需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
で
供
給
が
上
回
り
つ
つ
あ
る

と
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。「
業
者
の
間

で
も
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
か
っ
た

品
物
が
ち
ら
ほ
ら
と
入
手
で
き
る
状

態
で
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、肌
感
覚
で
そ
ろ

そ
ろ
バ
ブ
ル
的
な
ブ
ー
ム
は
収
ま
る

だ
ろ
う
と
い
う
判
断
で
す
。こ
う
し

た
わ
ず
か
な
兆
候
を
見
逃
さ
ず
先
を

読
ん
で
在
庫
調
整
な
ど
の
手
を
打
つ

そ
う
で
す
。故
事
に
あ
る「
一
葉
落
ち

て
天
下
の
秋
を
知
る
」の
感
覚
な
の

で
し
ょ
う
。

　
ピ
ー
ク
が
見
え
始
め
た
状
態
で
も
、

こ
れ
か
ら
こ
の
分
野
に
参
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
企
業
が
い
く
つ
も
あ
る

と
、そ
の
店
長
は
心
配
し
て
い
ま
し

た
。参
入
は
、ま
だ
ま
だ
市
場
は
拡
大

す
る
と
読
ん
で
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
企
業
の
製
品
が
市
場
に
出

る
の
は
し
ば
ら
く
後
に
な
り
ま
す
か

ら
、そ
の
と
き
に
市
場
の
需
要
と
供

給
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

　
こ
の
話
を
聞
い
て
、し
ば
ら
く
前

に
聞
い
た
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製
造

を
手
掛
け
て
い
る
地
方
企
業
の
社
長

の
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。そ
の
社

長
は
、「
今
の
ブ
ー
ム
は
そ
う
長
く
続

か
な
い
か
ら
、無
理
し
て
つ
く
っ
た

り
売
っ
た
り
は
し
な
い
。宣
伝
も
し

な
い
。日
本
の
製
品
を
高
く
評
価
す

る
海
外
の
お
客
さ
ん
が
ど
う
し
て
も

欲
し
い
と
買
い
に
来
た
場
合
は
売
っ

て
い
る
。そ
の
売
り
上
げ
で
、将
来
本

当
に
世
界
で
勝
負
で
き
る
品
質
と
個

性
を
備
え
た
商
品
を
長
期
的
な
視
点

で
開
発
す
る
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
の
ブ
ー
ム
に
は
あ
え
て
乗
ら
ず
、

ブ
ー
ム
が
過
ぎ
て
淘
汰（
と
う
た
）
さ
れ

た
先
で
、き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
て
生

き
残
る
た
め
の
開
発
は
怠
ら
な
い
と

い
う
考
え
で
す
。こ
れ
も「
時
代
の
変

化
を
読
ん
で
網
を
張
る
」と
い
う
冷

静
な
判
断
に
基
づ
い
た
一
つ
の
戦
略

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ブ
ー
ム
を
追
い
か
け
る
こ
と
は
簡

単
で
す
が
、そ
れ
で
ち
ゃ
ん
と
持
続

的
に
利
益
を
出
せ
る
の
か
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。一
方
ブ
ー
ム
が
本

格
的
に
起
き
る
前
に
自
ら
仕
掛
け
る

に
は
多
額
の
広
告
宣
伝
費
用
が
か
か

る
こ
と
が
多
く
、中
小
企
業
に
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ブ
ー
ム
が
起

き
た
と
き
、そ
の
先
で
ち
ょ
う
ど
よ

い
商
品
が
す
で
に
で
き
て
い
て
待
ち

構
え
て
い
る
と
い
う
の
が
中
小
企
業

の
理
想
で
す
。

　
日
本
の
も
の
づ
く
り
は
概
し
て
丁

寧
で
レ
ベ
ル
が
高
く
、短
期
間
で
も

良
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。逆
に
言

え
ば
、少
し
出
遅
れ
て
も
頑
張
れ
ば

ブ
ー
ム
に
間
に
合
っ
て
し
ま
う
と
い

う
面
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、せ
っ
か

く
の
投
資
を
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
る
に
は
、ブ
ー
ム
の
後
先
を

読
ん
で
冷
静
に
対
応
す
る
姿
勢
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

渡
辺
　
和
博

「煌」

魂を目覚めさせるような

　　儚く爽やかな煌めきで闇を照らす人は、

　　　　普段は決して他人をまぶしくさせない。

    　　　　　　　　 書道家  金澤　翔子

「
ブ
ー
ム
に
乗
る
か
？
追
い
か
け
る
か
？
先
回
り
す
る
か
？
」


